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 高梁川水害タイムライン検討会 作成までのワークスケジュール

以降、振り返り、改善、運用をＰＤＣＡにより継続的に実施する。

高梁川水害タイムライン検討会（発足式・第１回）
“座長選任”、“グループワーキング”（各機関の重点行動項目の整理）

■事前準備（事務局） 「タイムライン（素案）」の作成

高梁川水害タイムライン検討会（第２回）
“グループワーキング”（ 「タイムライン（素案）」を用いて、機関ごとに役割分担や調整事項を確認）、

“全体ワーキング” （全体で役割分担や調整事項を合意形成）

高梁川水害タイムライン検討会（第３回）
全機関でタイムライン（案）の読み合わせを実施
「高梁川水害タイムライン《初版》」のとりまとめ

高梁川水害タイムライン勉強会
“高梁川の水害特性の把握、タイムラインの説明、今後の進め方”

連携するライフライン機関・交通機関・報道機関の抽出(各市町)

平成31年
1月30日

平成31年
3月11日

平成31年
5月10日

平成31年
6月頃

高梁川水害タイムライン検討会（第４回）
“グループワーキング“（出水対応の振り返り、改善）

高梁川水害タイムライン検討会（第５回）
“全体ワーキング” 「高梁川水害タイムライン《H31年度版》」完成

平成32年
2月頃

平成31年
11月頃

「高梁川水害タイムライン《初版》」の運用

高梁川水系減災対策協議会 防災行動計画検討部会の設置
平成30年
12月27日

運用方法の協議
9自治体・県・河川事務所・気象台
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 高梁川水害タイムライン検討会

 高梁川水害タイムラインの運用においては、タイムラインの発動・レベ
ル移行・解除の判断やその他の調整を行うための基準やルールを検討し、
運用計画書にとりまとめる予定です。
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高梁川水害タイムライン
運用計画書（案）

1.タイムラインの発動・レベル移
行・解除について

① タイムライン事務局の設置
② 各種判断基準について
③ 運用方法について

2.関係機関への周知について

① メーリングリストの導入
② メーリングリストの運用方法

について
・
・
・

運用計画書の記載内容（案）

高梁川流域の災害特性を考慮し、タイムライ
ンの発動については台風による水害発生及び
前線性降雨による水害発生の両方を考慮する
ものとしています。

＜発動基準（例）＞
 台風による場合：
3日後に台風や大雨が高梁川流域に影響する
恐れ
 前線性降雨による場合：
警報級(大雨)の可能性を踏まえ、協議して決
定 (目安:3日後に影響)

タイムラインの発動について



 警戒レベルの運用について
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 内閣府より避難勧告等に関するガイドラインの改定が公表（2019年3月）
 警戒レベルは、住民がとるべき行動を５段階に分け、情報と行動の対応を明確化
 出された情報ととるべき行動を直感的に理解しやすいものとし、住民の主体的な避難を支援

警戒レベル
住民が

取るべき行動

住民に行動を促す情報
住民が自ら行動をとる際の判断に参考となる情報

（警戒レベル相当情報）

避難情報等

洪水に関する情報

土砂災害に関する情報水位情報が
ある場合

水位情報が
ない場合

警戒レベル５ 既に災害が発生している
状 況であり、命を守るた
めの 最善の行動をとる。

災害発生情報※１

※１可能な範囲で発令

氾濫発生情報 （大雨特別警報（

浸 水害））※３

（大雨特別警報（土砂災害）
）※３

警戒レベル４ ・指定緊急避難場所等へ
の立退き避難を基本と

する避難行動をとる。

・災害が発生するおそれ
が極めて高い状況等と
なっており、緊急に避

難する。

・避難勧告
・避難指示（緊急）※２

※２緊急的又は重ねて避難を促す
場合に発令

氾濫危険情報 ・洪水警報の危険
度分布（非常に
危 険）

・土砂災害警戒情報

・土砂災害に関するメッシ
ュ情 報（非常に危険）

・土砂災害に関するメッシ

ュ情 報（極めて危険）※４

警戒レベル３ 高齢者等は立退き避難する

。 その他の者は立退き避難
の準備をし、自発的に避難
する。

避難準備・高齢者等避難開始 氾濫警戒情報 ・洪水警報

・洪水警報の危
険 度分布（警
戒）

・大雨警報（土砂災害）

・土砂災害に関するメッシ
ュ情 報（警戒）

警戒レベル２ 避難に備え自らの避難行
動 を確認する。

洪水注意報
大雨注意報

氾濫注意情報 ・洪水警報の危
険 度分布（注
意）

・土砂災害に関するメッシ
ュ情 報（注意）

警戒レベル１ 災害への心構えを高める。 警報級の可能性

参考：避難勧告等に関するガイドラインの改定～警戒レベルの運用等について～（内閣府）



 タイムラインにおける警戒レベル設定（案）

 事前防災行動計画である「タイムライン」は台風性や前線性などある程度事前に災害の予兆
を掴むことができ、それに対する事前の備えを行う点がポイントです。

 そこで、警戒レベル１をタイムラインレベル1~３相当（３日前、２日前、内水発生の見込
み）とすることを検討しています。

タイムラインレベルと警戒レベルの対比警戒
レベル

警戒レベル１
警戒

レベル２
警戒

レベル３
警戒

レベル４
警戒

レベル５
タイム
ライン
レベル

1 2 3 4 5 6 7

目標 内部調整 機関調整 地域調整 避難（内水）
早期避難
（外水）

避難（外水） 緊急対応

気
象
・
河
川
水
位
情
報

3日後に台風が
高梁川流域に
影響するおそ
れ

警 報 級 （ 大
雨）の可能性

2日後に台風が
高梁川流域に影
響するおそれ

警報級（大雨）
の可能性

大雨警報（浸
水害）の発表

氾濫注意情報
の発表・周知

避難判断水位の
超過の見込み

避難判断水位到
達による氾濫警
戒情報の発表・
周知

氾濫危険水位の
超過の見込みに
よる氾濫警戒情
報の発表

氾濫危険水位の
超過による氾濫
危 険 情 報 の 発
表・周知

氾濫発生情報
の発表

決壊の通報

現
象
・
社
会
へ
の

影
響

内水氾濫発生
の見込み

内水氾濫の発
生

水防団待機水
位の超過

氾濫注意水位
の超過

避難判断水位の
超過

氾濫危険水位の
超過

堤防決壊によ
る外水氾濫の
発生
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 高梁川水害タイムライン（素案）の特徴

重点行動項目から見る

高梁川水害タイムライン（素案）の特徴

 情報収集・伝達に関する項目が多く選定されている

 逃げ遅れゼロ、経済被害最小化に向けた対応を実施するため、迅速な情報収集、確実
な情報伝達が必要とされている

バス 住民

-4
h 1

水防団待機水位、氾濫注意水位、
氾濫注意情報、水防警報の確認

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 収集と発信

2 ダム下流河川水位の確認 ◎ 収集と発信

3 ダムの放流量の確認 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 収集と発信

洪水警報の発表 4 洪水予報の発表 ◎
発表の受けて
は？

5 状況の確認 ◎ 収集と発信

6 被害状況の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 収集と発信

7 道路状況の確認 ◎ 収集と発信

8 道路冠水状況の確認 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 収集と発信

9 住民の通報情報の確認 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 収集と発信

10 道路規制状況の確認 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
収集と発信、交通
情報の発信は？

11 鉄道運行状況の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
収集と発信、交通
情報の発信は？

12 バス運行状況の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
収集と発信、交通
情報の発信は？

13
駅・バスターミナルの混雑状況の
確認

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
収集と発信、交通
情報の発信は？

災害対策本部（岡山ガス）の設置
（第1次体制）

14 点検等の実施 【継続】 ◎

総合災害対策本部（岡山ガス）の
設置（第2次体制）

15 緊急活動組織の編成 ◎

本部の体制強化 16 窓口対応人員の確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

災害対策本部（岡山ガス）の設置 17 人員・体制の確保 ◎

災害対策本部（岡山ガス）等設置
の伝達・周知

18
関係機関から市町本部へ伝達・周
知

○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

19 復旧体制の確認 ◎

20 設備点検の指示 ◎

21 点検・停止・修理の実施 ◎

公共施設の運営・催しもの開催状
況の放送

公共施設の運営・催しもの開催状
況の放送　【継続】

22 運営・開催状況の送出 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

23 ライフラインシステムの立上げ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

24 ライフライン情報の送出 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

被害情報の放送 被害情報の放送　【継続】 25 被害情報の送出 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

水防活動（内水）の実施 26 水防活動（内水）の実施 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27 内水発生箇所の把握 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 排水ポンプ車の出動要請（県へ） ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
要請と要請の受
けての確認、○
の確認

29 排水ポンプ車の出動要請（国へ） ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
要請と要請の受
けての確認、○
の確認

排水活動の実施 30 排水ポンプ車の出動 ◎ ◎

31 通行止め区間の決定 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

32 迂回路の設定 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

33 記者発表の実施 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 通行止めの人員・資機材の確保 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

35 通行止めの実施 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

36 R180通行止めの実施 ◎

37 通行規制情報の伝達・周知 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
情報の発信者か
ら情報を受けて発

38 交通情報の伝達・周知連絡 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
情報の発信者か
ら情報を受けて発

避難情報の確認（⇔通行止） 39 避難情報の確認（⇔通行止） ◎

雨量・河川水位情報の収集　【継
続】

40
運行判断のための雨量、水位情
報の確認

◎ ◎ ◎

今後の方針の検討 41 運行の判断 ◎ ◎ ◎

鉄道の運行停止の実施 42 徐行・運転取止めの実施 ◎ ◎ ◎

対応体制の構築 43
グループ会社に対する復旧要員
の確保状況の確認

◎ ◎ ◎

44 利用者への周知 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

45 運輸局への伝達 ◎ ◎ ◎

避難準備 46 避難準備 ◎

避難開始 47 利用者の避難誘導開始 ◎

T
L
レ
ベ
ル

目
標

時
間
の
目
安

情
報
・
状
況

対応行動

備考行動項目
（第1階層）

行動細目
（第2階層）

No
行動手順・内容

（第3階層）

国 ダム 岡山県 倉敷市 鉄道 報道

（
一
社

）
岡
山
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
　
岡
山
支
社

井
原
鉄
道
㈱

水
島
臨
海
鉄
道
㈱

井原市 総社市 高梁市 新見市 浅口市 早島町

岡
山
地
方
気
象
台

岡
山
河
川
事
務
所

岡
山
国
道
事
務
所

岡
山
県
土
木
部

中
国
電
力
㈱
　
岡
山
支
社

矢掛町 陸
上
自
衛
隊

岡
山
県
警
察
本
部

ライフライン

総
務

建
設

福
祉

総
務

建
設

小
坂
部
川
ダ
ム

（
中

国

四

国

農

政

局

・

高

梁

川

用

水

土

地

改

良

区

）

危
機
管
理
課

土
木
部

備
中
県
民
局

総
務

建
設

N

P

O

法

人

ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
岡
山

岡
山
放
送
㈱

井
原
放
送
㈱

㈱
倉
敷
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ

㈱
吉
備
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ

玉
島
テ
レ
ビ
放
送
㈱

岡
山
エ
フ
エ
ム
放
送
㈱

（
公
社

）
岡
山
県
バ
ス
協
会

日
本
放
送
協
会
　
岡
山
放
送
局

西
日
本
放
送
㈱

㈱
瀬
戸
内
海
放
送

山
陽
放
送
㈱

テ
レ
ビ
せ
と
う
ち
㈱

福
祉

総
務

建
設

福
祉

㈱
エ
フ
エ
ム
く
ら
し
き

エ
フ
エ
ム
ゆ
め
ウ

ェ
ー

ブ
㈱

中
国
電
力
㈱
　
岡
山
支
社

西
日
本
電
信
電
話
㈱
　
岡
山
支
店

福
祉

総
務

建
設

福
祉

総
務

建
設

福
祉

総
務

建
設

福
祉

総
務

建
設

福
祉

レ
ベ
ル
４

避
難

（
内
水

）

・
内
水
氾
濫
の
発
生

情報の収集

雨量・河川水位情報の収集　【継
続】

現地情報の収集　【継続】

交通情報の収集　【継続】

災害対策本部等の設置

災害対策本部へ移行

ライフライン情報の放送 ライフライン情報の放送　【継続】

水防活動（内水）の実施 排水活動要請

道路通行止め（内水）の実施

通行止めの有無の検討

通行止めの実施

通行止め状況の伝達・周知

鉄道の運行停止（内水）

運行状況の伝達・周知 【継続】

利用者の安全確保

バス 住民

164 夜間サポートへ連絡 ◎

165 スタッフローテーションの発動 ◎

166 情報収集体制の確立 ◎

167
流域CATV局との映像・情報共
有【継続】

◎

168
番組編成変更（防災放送へ切
替）

◎

169 配信・放送実施【継続】 ◎

170 視聴者からの情報収集 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
交通情報の発信
がない

171 管理団体への確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
交通情報の発信
がない

河川水位情報の収集　【継続】 172 河川水位情報の収集 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
交通情報の発信
がない

河川水位情報の放送　【継続】 173 河川水位情報の送出 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

174
避難所での過ごし方や運営の工
夫等を伝える

◎

175
自主避難所についての告知（行
政との連携）

◎

176 避難所開設テロップ ◎ ◎

177 早めの避難を呼びかけ ◎

178
危険度の高い地域の全員避難
を伝達

◎

T
L
レ
ベ
ル

目
標

時
間
の
目
安

情
報
・
状
況

対応行動

備考行動項目
（第1階層）

行動細目
（第2階層）

No
行動手順・内容

（第3階層）

国 ダム 岡山県 倉敷市 鉄道 報道

（
一
社

）
岡
山
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
　
岡
山
支
社

井
原
鉄
道
㈱

水
島
臨
海
鉄
道
㈱

井原市 総社市 高梁市 新見市 浅口市 早島町

岡
山
地
方
気
象
台

岡
山
河
川
事
務
所

岡
山
国
道
事
務
所

岡
山
県
土
木
部

中
国
電
力
㈱
　
岡
山
支
社

矢掛町 陸
上
自
衛
隊

岡
山
県
警
察
本
部

ライフライン

総
務

建
設

福
祉

総
務

建
設

小
坂
部
川
ダ
ム

（
中

国

四

国

農

政

局

・

高

梁

川

用

水

土

地

改

良

区

）

危
機
管
理
課

土
木
部

備
中
県
民
局

総
務

建
設

N

P

O

法

人

ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
岡
山

岡
山
放
送
㈱

井
原
放
送
㈱

㈱
倉
敷
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ

㈱
吉
備
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ

玉
島
テ
レ
ビ
放
送
㈱

岡
山
エ
フ
エ
ム
放
送
㈱

（
公
社

）
岡
山
県
バ
ス
協
会

日
本
放
送
協
会
　
岡
山
放
送
局

西
日
本
放
送
㈱

㈱
瀬
戸
内
海
放
送

山
陽
放
送
㈱

テ
レ
ビ
せ
と
う
ち
㈱

福
祉

総
務

建
設

福
祉

㈱
エ
フ
エ
ム
く
ら
し
き

エ
フ
エ
ム
ゆ
め
ウ

ェ
ー

ブ
㈱

中
国
電
力
㈱
　
岡
山
支
社

西
日
本
電
信
電
話
㈱
　
岡
山
支
店

福
祉

総
務

建
設

福
祉

総
務

建
設

福
祉

総
務

建
設

福
祉

総
務

建
設

福
祉

放送体制準備

放送体制準備

防災放送の実施

河川水位情報の放送

現地情報の収集　【継続】

防災関連情報の放送 住民への啓発・注意喚起

 雨量、河川水位や、ダム放流通
知などの気象・水象情報や、ラ
イフライン停止に関する情報、
交通機関の運行停止情報など
様々な情報の収集、伝達が重要
視されている

 報道機関では、災害発生前の啓
発情報、地域情報の発信などの
項目が追加されている。また、
災害情報の一元化・単純化や、
行政との連携の必要性が記載さ
れている。

各機関が必要とする情報の多様性

報道機関から住民への一元的な情報発信

5



高梁川水害タイムライン（素案）に示される防災行動項目のうち、情報発信・伝達
に係る重点行動項目を中心に役割分担や他機関との調整事項を確認し、“全体ワーキ
ング” を通して合意形成

 第2回検討会ワークの内容

6

① 「高梁川水害タイムライン（素案）」を用いて、第1回検討会ワークで各機
関・部署で選定した重点行動項目のうち、情報発信・伝達に係る重点行動項目
を確認

② 重点行動項目の課題・調整事項を抽出（役割分担の確認、懸念事項、多機関と
の調整の必要性を検証）し、グループで課題解決シートに整理

① グループごとに課題解決シートの内容を発表

② 各グループが最も解決すべき重点課題・取組事項について、関係する他機関へ
の投げかけや全体での意見交換により解決策を検討

１ グループワーク

２ 全体ワーク



 ワークシートと配布資料

7

機関別行動項目リスト
（振り返り確認用）

• 第１回検討会ワークで各機
関が選定・追加した行動項
目を反映

• 重点行動項目がわかるよう
に表示

タイムライン素案
（課題抽出用）

• 第1回検討会ワークの成果で
ある機関別行動項目チェッ
クシートを統合したもの。

• 各機関で選定した重点行動
項目がわかるように表示

A3

 グループで課題整理を行うため大判ワークシート（課題解決
シート）を使用

A3
TL

レベル
警戒
レベル

4 4

5 5

6 6

7 7

タイム
ライン
レベル

警戒
レベル 課題・調整事項

1 1

2 2

3 3

グループワークシート

A0



 グループの分け方

8

 グループワークは、各機関でのタイムラインにおける役割分
担の確認や組織としての課題を抽出を行うため、機関別のグ
ループでの実施を想定（第1回検討会ワークと同様）

 同種機関で同じグループの場合（ライフラインや報道機関な
ど）はグループワークでの情報共有が可能となり、異なるグ
ループの場合（自治体の同種部局など）は全体ワークでの情
報共有が可能

自治体（直轄区間）グループ

自治体（県管理区間）グループ

国グループ

ダムグループ

県・警察・自衛隊グループ

交通機関グループ

報道・住民グループ

ライフライングループ



バス 住民

-72
h 気象・台風情報の収集　【継続】 1

全般・地方・府県気象情報、台風
情報、台風5日進路予報、週間予
報の確認

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 発信は？

気象警報・注意報情報の収集
【継続】

2 警報級の可能性の確認 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 発信は？

3 会議室の確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

4 連絡網の用意 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

5 本部設置の事前周知 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 周知先は？

資機材の準備 6 水防資機材の確認 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

体制の構築準備 7 動員体制の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8 人員の確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

9 土のう・資機材の準備 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

10 土のうの配布の広報 ◎ 広報先は？

11 土のうの配布 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

対応状況の伝達 12 土のう配布状況の伝達 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

13 設備等撤去時期の決定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

14 受注者への準備連絡 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

資機材の準備 15 水防資機材の確認 ◎

16 人員の確保 ◎

17 土のう・資機材の準備 ◎

18 土のうの配布 ◎

対応状況の伝達 19 土のう配布状況の伝達 ◎ 伝達先は？

資機材の準備 20 資機材の確認・点検 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

21 人員の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

22 業者の手配 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

23 設備の状況確認 ◎ ◎ ◎

24 委託業者、関係者への準備連絡 ◎ ◎ ◎

今後の見込みの検討 25 関連機関との連携 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

資機材・機器の準備 26 監視カメラの点検 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

樋門・排水機場操作の準備 27 各農林関係との調整 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

排水機場の早期操作 28 遠隔操作による水位低下の依頼 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 依頼先は？

29 協力業者への要請 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

30 対応可能な業者の確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

31 施設の状況、状態の把握 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

32
施設の状況、状態について本庁
から区へ確認

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

鉄道の運行停止準備 施設の準備 33 鉄道施設の巡回・警備 ◎ ◎ ◎

バスの運行停止準備 危険箇所の確認 34 現地状況の確認 ◎

35 各部署との情報共有 ◎

36 要員数の把握 ◎

37 避難施設の安全等の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

38 必要な物資 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

39 人員の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

指定避難所担当職員の調整 40
避難所と避難所担当職員との協
議

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

41
受入可能な福祉避難所の情報収
集

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

42 避難支援担当者の割り当て ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

報道体制の発令 43 報道体制の発令 ◎

44 災害予測 ◎

45 放送計画の策定 ◎

報道社内体制の通知 46 社内通知・共有 ◎

47 避難準備の啓発 ◎

48
地形による限定地域への早めの
呼びかけ

◎

49
指定避難所以外で活用できる避
難所の案内

◎

50 自助・共助の呼びかけ ◎

51 福祉避難所に関する告知 ◎

52
各自治体・消防の動き等につい
て情報提供

◎

T
L
レ
ベ
ル

目
標

時
間
の
目
安

情
報
・
状
況

対応行動

備考行動項目
（第1階層）

行動細目
（第2階層）

No
行動手順・内容

（第3階層）

国 ダム 岡山県 倉敷市 鉄道 報道

（
一
社

）
岡
山
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
　
岡
山
支
社

井
原
鉄
道
㈱

水
島
臨
海
鉄
道
㈱

井原市 総社市 高梁市 新見市 浅口市 早島町

岡
山
地
方
気
象
台

岡
山
河
川
事
務
所

岡
山
国
道
事
務
所

岡
山
県
土
木
部

中
国
電
力
㈱
　
岡
山
支
社

矢掛町 陸
上
自
衛
隊

岡
山
県
警
察
本
部

ライフライン

総
務

建
設

福
祉

総
務

建
設

小
坂
部
川
ダ
ム

（
中

国

四

国

農

政

局

・

高

梁

川

用

水

土

地

改

良

区

）

危
機
管
理
課

土
木
部

備
中
県
民
局

総
務

建
設

N

P

O

法

人

ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
岡
山

レ
ベ
ル
1

内
部
調
整

・
3
日
後
に
台
風
や
大
雨
が
高
梁
川
流
域
に
影
響
す
る
恐
れ

情報の収集

災害対策本部等の設置準備 災害対策本部等の設置準備

水防活動の準備

岡
山
放
送
㈱

井
原
放
送
㈱

㈱
倉
敷
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ

㈱
吉
備
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ

玉
島
テ
レ
ビ
放
送
㈱

岡
山
エ
フ
エ
ム
放
送
㈱

（
公
社

）
岡
山
県
バ
ス
協
会

日
本
放
送
協
会
　
岡
山
放
送
局

西
日
本
放
送
㈱

㈱
瀬
戸
内
海
放
送

山
陽
放
送
㈱

テ
レ
ビ
せ
と
う
ち
㈱

福
祉

総
務

建
設

福
祉

希望住民への土のう配布

河川敷の設備等撤去の検討

水防活動の準備
自主防災組織

希望住民への土のう配布

道路通行止めの準備
体制の構築

㈱
エ
フ
エ
ム
く
ら
し
き

エ
フ
エ
ム
ゆ
め
ウ

ェ
ー

ブ
㈱

中
国
電
力
㈱
　
岡
山
支
社

西
日
本
電
信
電
話
㈱
　
岡
山
支
店

福
祉

総
務

建
設

福
祉

総
務

建
設

福
祉

総
務

建
設

福
祉

総
務

建
設

福
祉

指定避難所開設の準備

指定避難所の状況確認

要配慮者避難支援の準備 避難支援の準備

報道体制の準備

災害予測による放送計画の作成

住民への啓発

ダム操作の準備 体制の構築

樋門・排水・取水ゲート操作の準
備

仮設ポンプ等の準備

施設の管理

ライフライン復旧対応の準備 体制構築の準備

１．グループワーク

9

 「高梁川水害タイムライン（素案）」を用いて、第1回検討会ワークで
各機関・部署で選定した重点行動項目のうち、情報発信・伝達に係る重
点行動項目を確認

実施する行動項目は機
関の列に◎、○が記載

されている

① 実施する防災行動項目の確認

重点行動項目は、機関の列に
ハッチがかけられている

住民避難：ピンク
情報伝達：黄色
浸水対策：水色

タイムライン（素案）のイメージ



１．グループワーク

10

② 重点行動項目の課題抽出

 重点行動項目について、実施する上での懸念事項や他機関への協力が必
要となることを課題抽出シート（付箋）に記載する。

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

論点①：情報伝達（発信）と情報収集（受信・入手）は明確になっているか

論点②：収集したい情報について、その情報はどこに取りに行けばよいか、
また、どのようなタイミングで発信されるか

＜課題抽出シート（付箋）＞



１．グループワーク ②重点行動項目の課題抽出

付箋の書き方（課題・調整事項の事例）
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 課題・調整事項について

タイムライン（素案）で、自機関・部署からの情報伝達
（発信）に関する項目が記載されているが、受け取り手が
いない

➩その情報が発信されることを、他機関が把握していな
いかもしれない…

タイムライン（素案）で、自機関・部署で求めている情報
が、どの機関・部署からも発信されていない

➩その情報が発信されるのは別のタイミング（タイムラ
インレベル）かもしれない…

付箋に記入して、課題解決シートに貼ります

タイムライン（素案）で、自機関・部署で求めている情報
がどの機関から発信されるのかは明確になっているが、い
つどのようにして取得できるのかがわからない

 迅速な情報収集を行うために、最新情報を取得する方
法を発信元に確認したい…

機関名
行動項目No.

課題・調整事項



TL
レベル

警戒
レベル

4 4

5 5

6 6

２．全体ワーク
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 グループワークで出た各機関からの重点行動項目に関する課題抽出シー
ト（付箋）のうち、最も解決すべき重点課題・調整事項を選定し（３つ
程度）、発表します。

 発表された課題・調整事項に関係する他機関への投げかけ、意見交換を
通して課題解決へと結びつけます。

全体ワークのイメージ

 発表された課題・調整事項に対して、関係する他
機関からの回答や全体での意見交換

全体で各グループの課題解決シートを発表

タイム
ライン
レベル

警戒
レベル 課題・調整事項

1 1

2 2

3 3

 グループごとに整理された課題解決シートの重点
課題を発表

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

解決すべき
重点課題



２．全体ワーク

課題解決シートへの記入
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タイム
ライン
レベル

警戒
レベル 課題・調整事項

1 1

2 2

3 3

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

機関名
行動項目No.

課題・調整事項

 課題・調整事項について他機関から得られた回答、解決策については、
課題解決シートに記入していきます。

水色の付箋
を使用して記入


